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１．港湾ＢＣＰ（徳島小松島港）の目的

●東日本大震災による甚大な津波被害が発生

●新しい津波対策の考え方
　（H23.6 内閣府）

●徳島県津波浸水想定
　（H24.10 徳島県）

●徳島県設計津波の水位
　（H25.3 徳島県）

●津波に対する水門・陸閘等の操作指針
　（H25.3 徳島県）

●防災・減災の推進に向けた水防法の改正
　（H25.6 国土交通省） など

●徳島小松島港の機能継続のための対応指針・活動指針
　（H26.3 国土交通省、徳島県）

●南海トラフの巨大地震による津波高・浸水域等
　（H24.8 内閣府）

目的

港湾活動は、多様な主体のネットワークが機能することにより、正常に活動が行われ

るものであり、地震・津波等の大規模災害時における港湾の機能復旧のためには、岸壁

等の港湾施設の応急復旧のほか連携体制の構築が必要となります。

このため、徳島県の港湾では、港湾施設や堤防等の地震・津波対策を進めるとともに、

災害時にも最低限の物流機能を維持させるための計画策定を推進しています。

背景

平成２３年３月１１日に発生した東日本大震災は、未曾有の規模の地震とそれにとも

なう大津波により、港湾施設においては岸壁等の損傷、ヤード・臨港道路等の液状化、

荷役機械の損傷、航路・泊地の被災等の物的被害のほか、各関係機関の被災により長期

に渡り港湾機能が低下し我が国におけるサプライチェーンが停滞するなど、社会的・経

済的に大きな影響をもたらしました。

さらに徳島県に影響のある南海トラフを震源とするマグニチュード８～９クラスの地

震発生確率が「今後３０年以内に７０％程度」とされるなど、切迫度は徐々に高まって

います。

■コラム

東日本大震災以降の国・県の取り組み

岩手県宮古市提供
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将来的に目指す連携協働体制構築のイメージ

港湾ＢＣＰ

地震・津波等の大規模災害などが発生しても、港湾物流機能の低下を最小限に抑

えるよう、「災害時の対応」や「平時の取り組み」について、港湾関係者が合意し

策定した計画のことです。

■コラム

Ｂ Ｃ Ｐ ： Business Continuity Plan（事業継続計画）
不測の事態が発生しても、重要な業務を中断させない、または中断しても可能な限り短い期間で

復旧させるための方針、体制、手順、リスク等の分析の結果等を示した文書のことです。

港湾管理者

ＢＣＰ

企業(荷主)

ＢＣＰ

四国運輸局

ＢＣＰ

関係市町村

ＢＣＰ

電力通信業

ＢＣＰ

ＣＩＱ

ＢＣＰ

船会社

ＢＣＰ

港湾関係

会社ＢＣＰ

海上保安部

ＢＣＰ

港湾ＢＣＰ（徳島小松島港）

貨
物
（
旅
客
）
取
扱
能
力

時間軸

100％

港湾ＢＣＰの概念図
災害発生

○ 港湾ＢＣＰにより、港湾物流機能の低下を最小限に抑え、港湾利用者の需要に対する

機能を確保する。
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２．港湾ＢＣＰ（徳島小松島港）の骨子

構成と役割

●港湾ＢＣＰ（徳島小松島港）は、大規模災害時における下記活動の方向性、関係

者間で共有すべき必要最小限の事項について、下記の構成で取りまとめたもので

す。

○被災施設応急復旧活動

・被災状況の点検、応急復旧工法の決定

・啓開活動、応急復旧活動に必要な資機材の情報収集・調達

・水域、陸域の啓開実施

・救援物資輸送等の迅速な実施のための必要最小限度の応急復旧実施

（道路等の交通インフラ被災を想定）

（津波による貨物等の流出発生を防ぐ事前減災対策が必要）

○救援物資輸送活動

・避難所等への迅速な物資の輸送活動

○人の海上輸送活動

・被災施設応急復旧活動等における活動要員の現場・事務所等への迅速な移動

○企業物流継続活動

・港湾閉鎖の長期化を避け、可及的速やかな企業物流の再開に向けた活動

●港湾ＢＣＰ（徳島小松島港）の構成は、下記のとおりです。

・対応指針：目的、柱となる各種活動の目標についての大枠を示します。

・活動指針：各種活動を構成する個々の具体的な対処行動とその時間目標、各関

係者に期待される役割等について詳細に示したものです。

●施設の復旧は、本復旧に先立つ応急復旧までを対象とします。

・時間目標：救援物資輸送活動、企業物流継続活動等の目標時間に合わせ、徳島

小松島港の各施設において被災施設の応急復旧を実現することを目

標として設定します。

防災業務計画・地域防災計画との関係

港湾ＢＣＰ（徳島小松島港）で示す活動は、徳島県広域防災活動計画や地域防災

計画を基に、徳島小松島港の各港湾関係者の立場にたって、関係者が実施すべき内

容を現時点の案として具体化したものです。

被害想定

港湾ＢＣＰ（徳島小松島港）は、発生頻度の高い津波（Ｌ１津波）の被災想定に

様々な要素を追加し検討を行います。
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①災害時の体制設置
○参 集 ○情報連絡体制の確保

・ 「港湾ＢＣＰ（徳島小松島港）」の策定

④救援物資輸送活動
○耐震強化岸壁における救援物資輸

送船の受け入れ準備

○救援物資輸送船の着岸と荷役作業

等の実施

⑤企業物流継続活動
○荷役体制の構築

○貨物船の航行支援体制の構築

○港湾の運用が円滑に行われるような

体制の構築

応急復旧活動

②応急復旧方策の決定
○被災状況の確認（施設・荷役機械等）

○活用可能な施設、資機材を把握

○応急復旧作業目標を設定

③応急復旧の実施
○要員、資機材の調達

○水域・陸域の啓開

○施設の応急復旧

発災時における活動フロー

Ｐｌａｎ

発 災

Ａct
・港湾ＢＣＰ改訂の
必要性を検討 Ｃｈｅｃｋ

・訓練結果の検証
・他の港湾ＢＣＰとの
整合性の検証

Ｄｏ
・訓練の実施
・応援協定等の締結

訓練状況

徳島小松島港の機能回復イメージ

ＰＤＣＡ（計画・実施・評価・改善）手法の適用

港湾ＢＣＰ（徳島小松島港）は、目的を考慮し時間目標等を設定たものです。

このため、ＰＤＣＡサイクルによる今後の改善の中で、実行可能性を高めるもの

とします。
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各
種
活
動
の
基
本
対
応
パ
タ
ー
ン

発
災
後
の

活
動
終
了
目
標

活
動

徳
島
市

小
松
島
市

徳
島
県

(
港
湾
管
理
者
)

四
国
地
方
整
備
局

徳
島
海
上
保
安
部

徳
島
港
長

四
国
運
輸
局

徳
島
運
輸
支
局

　
 
・
海
上
輸
送
事
業
者

　
 
・
港
湾
運
送
事
業
者

　
 
・
荷
主
企
業

港
湾
土
木
事
業
者
等

Ｃ
Ｉ
Ｑ

発
災

直
後

7
2
時
間

以
内

１
ヶ
月

以
内

2
0
時
間

以
内

１
週
間

以
内

参
集

資
機
材
・
要
員
の
確
認

活
用
可
能
な
要
員
、
資
機
材
の
調
査
要
請

啓
開
船
等
の
要
請

施
設
の
利
用
許
可

救
援
物
資
の
仕
分
け

着
岸
支
援
の
体
制
構
築

応
急
復
旧
、
障
害
物
除
去
に
活
用
可
能
な

要
員
、
資
機
材
の
情
報
収
集

応
急
復
旧
、
障
害
物
除
去
の
要
請

1)
各
種
手
続
き
実
施

（
入
港
届
等
）

2)
輸
送
船
舶
、
荷
姿

等
の
連
絡

企
業
物
流
再
開
の
見
通
し
に

関
す
る
情
報
発
信

港
湾
業
務
の
実
施
体
制
の
整

備
状
況
の
情
報
集
約
・
発
信

耐
震
強
化
岸
壁
背
後
ヤ
ー
ド

の
利
用
調
整

情
報
収
集

（
所
管
事
業
者
）

被
災
状
況
・
利
用
状
況
の
調
査

岸
壁
周
辺
海
域
の
障
害
物
調
査
（
目
視
等
）

救
援
物
資
輸
送
の
要
請

受
理
等

CI
Q業
務
の
実
施

体
制
の
構
築

業
務
実
施
体
制
の

整
備
状
況
の
情
報
収
集

被
災
状
況
の
調
査

（
海
上
）

入
港
の
許
可

被
災
状
況
等
調
査

（
自
社
船
舶
、
荷
役
機
械
等
）

支
援

進
捗
状
況
の
把
握

船
舶
に
よ
る
障
害
物
の

調
査
、
応
急
措
置

救
援
物
資
輸
送
の

要
請

1)
要
員
、
資
機
材
の
調
達

2)
着
岸
支
援
の
体
制
構
築

3)
荷
役
実
施
体
制
構
築

荷
役
作
業
実
施

被
災
情
報
、
港
湾
施
設
の
利
用
状
況
等
の
調
査
結
果
集
約

情
報
共
有

応
急
復
旧
・
障
害
物
除
去
等
の
方
策
の
決
定

情
報
共
有

物
資
支
援
要
請

協
定
等
に
よ
る
要
請

施
設
の
利
用
許
可

入
港
の
許
可

陸 送

体 制 設 置 応 急 方 策 決 定 応 急 復 旧 実 施 救 援 物 資 輸 送 企 業 物 流 継 続

連
絡
体
制
の
確
保

協
定
等
に
よ
る
要
請

協
定
等
に
よ
る
要
請

各
種
活
動
の
基
本
対
応
パ
タ
ー
ン

1)
要
員
、
資
機
材
調
達

2)
作
業
の
実
施

障
害
物
除
去

浮
標
識
設
置

3)
進
捗
状
況
の
報
告

応
急
復
旧
、
障
害
物
除
去
等
の
状
況

情
報
共
有

救
援
物
資
の
配
分

各
種
手
続
き
実
施

（
入
港
届
等
）

物
流
の
継
続



 
活
動
の
目
標
設
定

【
水
域
啓
開
】

・
：
優
先
し
て
啓
開
す
る
海
域

○
耐
震
強
化
岸
壁
(沖
洲
(
外
)
地
区
・
赤
石
地
区
)
に
至
る
水
域
の

緊
急
啓
開
・
障
害
物
除
去
等
の
終
了

：
7
2時
間
以
内

○
耐
震
強
化
岸
壁
(沖
洲
(
外
)
地
区
・
赤
石
地
区
)
に
至
る
大
型
の

障
害
物
の
除
去
等
終
了

：
１
週
間
以
内

○
津
田
地
区
(
-
10
m岸
壁
)
、
金
磯
地
区
(-
1
1m
岸
壁
)、
赤
石
地
区

(
-1
3
m岸
壁
)に
至
る
大
型
の
障
害
物
の
除
去
等
終
了
：
１
ヶ
月
以
内

【
沖
洲
(外
)地
区
】

○
港
湾
施
設
点
検
終
了

：
2
0時
間
以
内

○
耐
震
強
化
岸
壁
周
辺
の
港
湾
施
設
の
応
急
復
旧
終
了

：
7
2時
間
以
内

○
耐
震
強
化
岸
壁
へ
の
救
援
物
資
輸
送
船
の
受
け
入
れ
、

救
援
物
資
の
荷
役
の
開
始

：
7
2時
間
以
内

○
耐
震
強
化
岸
壁
か
ら
輸
送
拠
点
を
経
由
し
、

徳
島
市
・
小
松
島
市
の
避
難
所
に
救
援
物
資
を
届
け
る
：
9
6時
間
以
内

(ピ
ー
ク
時
救
援
物
資
取
扱
量
：
52
7ト
ン
/
日
)

○
耐
震
強
化
岸
壁
に
お
け
る
R
O
RO
貨
物
等
の
取
り
扱
い

の
一
部
再
開

：
１
週
間
以
内

沖
洲

(外
)地
区

[耐
震
強
化
岸
壁

]

赤
石
地
区

(-1
3m
岸
壁

)

赤
石
地
区

[耐
震
強
化
岸
壁

]

津
田
地
区

(-1
0m
岸
壁

)
【
津
田
地
区
】

○
港
湾
施
設
点
検
終
了

：
7
2時
間
以
内

○
-
10
m岸
壁
周
辺
の
港
湾
施
設

の
応
急
復
旧
終
了

：
１
ヶ
月
以
内

○
-
10
m岸
壁
に
お
け
る
原
木
の
取
り
扱
い
を

一
部
再
開

：
１
ヶ
月
以
内

【
赤
石
地
区
】

○
港
湾
施
設
点
検
終
了

：
2
0時
間
以
内

○
耐
震
強
化
岸
壁
周
辺
の
港
湾
施
設
の
応
急
復
旧
終
了

：
7
2時
間
以
内

○
耐
震
強
化
岸
壁
へ
救
援
物
資
輸
送
船
を
受
け
入
れ
、

救
援
物
資
の
荷
役
を
開
始
す
る

：
7
2時
間
以
内

○
耐
震
強
化
岸
壁
か
ら
輸
送
拠
点
を
経
由
し
、

徳
島
市
・
小
松
島
市
の
避
難
所
に
救
援
物
資
を
届
け
る

：
9
6時
間
以
内

(ピ
ー
ク
時
救
援
物
資
取
扱
量
：
52
7ト
ン
/
日
)

○
耐
震
強
化
岸
壁
に
お
け
る
コ
ン
テ
ナ
貨
物
等
の
取
り
扱
い
の

一
部
再
開

：
１
週
間
以
内

○
-
13
m岸
壁
周
辺
の
港
湾
施
設
の
応
急
復
旧
終
了

：
１
ヶ
月
以
内

○
-
13
m岸
壁
に
お
け
る
チ
ッ
プ
等
の
取
り
扱
い
を
一
部
再
開

：
１
ヶ
月
以
内

立
江
川

沖
洲
川

福
島
川

園
瀬
川

新
町
川

勝
浦
川

※
発
災
後
、
1
2時
間
以
内
に
津
波
警
報
が
解
除
さ
れ
る
こ
と
を
前
提
と

し
て
い
ま
す
。

※
時
間
目
標
は
、
発
災
後
の
時
間
を
示
し
ま
す
。

徳
島
小
松
島
港
の
各
部
に
お
け
る
各
種
活
動
の
時
間
目
標
（
Ｌ
１
津
波

の
場
合
）
を
、
下
記
の
港
湾
計
画
図
上
に
示
し
ま
す
。 金
磯
地
区

(-1
1m
岸
壁

)

【
金
磯
地
区
】

○
港
湾
施
設
点
検
終
了

：
7
2時
間
以
内

○
-
11
m岸
壁
周
辺
の
港
湾
施
設

の
応
急
復
旧
終
了

：
１
ヶ
月
以
内

○
-
11
m岸
壁
に
お
け
る
原
木
の
取
り
扱
い
を

一
部
再
開

：
１
ヶ
月
以
内




